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血清 DPP4活性が 1型糖尿病の病態に与える影響を考察する。 
 
対象と方法：対象は 48例の前思春期 1型糖尿病小児（平均 9.5歳、うち男児 19
例、女児 29例、平均罹病期間 3.9年、平均 HbA1c8.0%）および、正常対照とし
て小児内分泌外来を受診した患児のうち内分泌異常がないことが診断された小





































序については、ヒトの脂肪細胞を用いた in vitroの実験で遊離 DPP4が
autocrine, paracrineを介してインスリンのシグナリングを阻害することが示
されており、アディポネクチン以外にも多種のアディポサイトカインの関与が
考えられる。 
 
結論：1型糖尿病の小児における血清 DPP4活性は正常対照より高く、アディ
ポネクチンと負の相関を示した。血清 DPP4活性高値と血糖制御機構、リンパ
球機能との関連は不明で、リンパ球表面抗原も含めた検討が望まれる。また、
DPP4活性の高値は 1型糖尿病小児における発症初期からのインスリン抵抗性
を反映している可能性がある。 
